
Ⅰ 事 業 報 告

2

事業名

　定款の定めるところにより、地域の学術及び芸術文化の振興、まちづくり活動の推進に寄与するた

め、次の事業を実施するとともに、中山道広重美術館の施設の維持管理を行った。

　新型コロナウイルス感染拡大が収まらない中、当公益財団法人は恵那市から中山道広重美術館の指

定管理業務を受託して７年目を迎え、開館20周年に当たり、歌川広重の作品を中心とする質の高い浮

世絵版画の展示や、体験・学習などの仕組みを通して、来館者により大きな感動と満足感を持ち帰っ

ていただけるよう努めた。

　館の運営面でまず特筆すべきは、地元の企業3社に観覧料相当額をご負担をいただき、フリーフラ

イデーとして毎週金曜日の観覧料を無料とするスポンサー制度が10月には５年目を迎え、コロナ禍に

あって大変厳しい経営状況の中でも３企業様から変わらぬご支援をいただくことができ、市民や旅行

者にも事業の趣旨が浸透し、金曜日の観覧入場者は、2,492人と全体の25％であった。なお、新たな

３社からスポンサー制度の応募があり、3月31日にスポンサー協定締結式を行い、令和4年4月から、

フリーウエンズデーと称して毎週水曜日も観覧料を無料とすることができた。

　続いて展示事業では、春の特別企画展として、広重が描く温かくも鋭い観察眼に裏打ちされた臨場

感あふれる人物描写にスポットを当てた「ゆる旅おじさん図譜リターンズ」を開催した。8月26日か

らは、開館20周年を記念した秋季特別企画展「浮世絵木曽街道三種揃踏」を12月5日まで計画したも

のの、緊急事態宣言に伴う新型コロナ感染拡大予防措置により、8月23日から9月30日までを長期休館

としたことや、1月21日から3月21日までのまん延防止特別措置などにより、入館者は激減となった。

　教育普及事業では、「浮世絵×広重－広重の画業とその周辺-」と題した連続６講座を計画し、す

べて開催することができた。また、１名の学芸員実習生の受け入れを行うとともに、第18回広重賞こ

ども版画コンクールを市内各学校の協力を得て開催、版画制作の授業に応援講師を派遣する制度で

は、４校へ延べ12人の版画経験講師を派遣し、各こども園及び小中学校から2,718点の作品応募が

あった。収益事業においても、開館20周年記念事業として、図録「浮世絵木曽街道三種揃踏」を２千

冊発刊しネットショップを中心に販売した。しかしながら、今年度も新型コロナウイルス拡散防止に

よる休館指示やバスツアーの中止などでの影響は甚大で、年間観覧入場者数は9,889人と、前年度を

下回った。

開館20周年記念
－浮世絵木曽街道三種
揃踏－

江戸時代後期に活躍した歌川国貞
（三代豊国）、歌川広重、歌川国芳
がそれぞれに描いた木曽街道（中山
道）の揃物３種を３期に分けて一挙
公開。歌川派の三大人気絵師による
豪華揃踏み　３，７５５人

１ 事業概要

　　①　特別企画展・特別展観

事業概要 開催期間

　１．展示事業

1

浮世絵風景画の名手として名高い歌
川広重。彼の作品には街道を往来す
る大名行列や旅人、あるいはその土
地で暮らす人々が登場してる。広重
の温かくも鋭い観察眼に裏打ちされ
た臨場感あふれる人物描写と彼の生
きた時代の息吹を堪能
２,２５５人

前期:4月1日(木)～5月9日(日)
後期:5月13日(木)～6月13日(日)

　ゆる旅おじさん図譜
リターンズ

前期:10月1日(金)～10月31日
(日)
中期:11月3日(水.祝)～12月5日
(日)
後期:12月9日(木)～1月16日(日)
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ゆかたで涼む美術館
（夜間開館）

中央通り商店街夏祭りに合わせたイ
ベント

コロナ禍イベント中止

414人の親子が来館

当館学芸員による出前講
座

当館学芸員が恵那高校へ出向いて美
術・浮世絵の説明解説を行った。

8月18日（水）12月21日（火）

　　２．教育普及事業

事業名

私たちを魅了してやまない広重の作
品は、どのようにして生み出された
のか。また彼はいかにして同時代絵
師や錦絵風景画以外のジャンルと交
わったのかを６人の講師が紹介し
た。

　　②　企画展

内          容

令和５年度　企画展に関する調査、研究を実施。

事   業   名

開催期間事業概要

コロナ緊急事態宣言により、秋
季特別企画展「木曽街道三種揃
踏」の開催を延長したことによ
りこの企画展を中止した。

国土の大部分を占める山々は人々に
四季折々の表情を見せるだけでな
く、豊かな恵みをもたらせてきた。
広重の手によって色鮮やかに表され
た山の風景を紹介した。６７６人

東の江戸に西の京都。東海道や中山
道で結ばれた東西の都は多くの旅人
たちが夢見た場所。思わず旅情をか
き立てられる東西の絶景を紹介予定
だった。

華の都江戸－名所江戸百
景名品選－

学芸員資格取得希望の学生等を対象
に、学芸員実習の受け入れを行い、
千葉大生１人が受講。

諸国山巡り－山海見立相
撲お披露目－

7月22日(木・祝)～8月22日(日)

広重晩年の傑作≪名所江戸百景≫の
画面いっぱいに描かれた作品は、日
本だけでなく世界的に知られた作品
である。本揃物の中から特に有名な
作品を中心に紹介した。
１，１４２人

　
広重円熟期の画業－錦
絵から絵本まで－

6月17日(木)～7月18日(日)

夏休み親子無料イベント
コロナ禍の夏休み期間中に親子で入
館された保護者を入館無料とした。

保永堂版≪東海道五拾三次之内≫で
一躍有名になった広重が精力的に活
動した嘉永年間の作品を中心に紹介
した。６０７人

1月20日(木)～2月20日(日)

 東西広重名所絵尽くし
中　止

5

　
はるかかなたを思い描
く
－六十余州名所図会から
－

広重は必ずしもすべての場所を直接
訪ねておらず、画面を再構築し「実
景らしく」描き出しました。その構
図作りの妙を紹介した。
１，４１８人

2月23日(水・祝)～3月27日(日)

連続講座（全6回）
「浮世絵×広重－広重
の画業とその周辺－」

8月11日(火)～15日(日)

令和４年度　実施展覧会の企画準備。

4/10(土） 浅野　秀剛氏
5/15（土）大久保　純一氏
6/12（土）岡野　智子氏
10/9（土）菅原　真弓氏
11/6（土）渡邊　晃氏
12/4（土）長井　裕子氏

時     期

学芸員実習の受け入れ
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               　　             ・ＰＲ用パンフレット・ポスターの作成と配布

                     　　       ・インターネット・ホームページによるＰＲ

                     　　       ・インターネット・ホームページによるＰＲ

                     　　       ・インターネット・ホームページによるＰＲ

                     　　       ・インターネット・ホームページによるＰＲ

　　　　　美術館の施設及び収蔵美術品を適切に管理した。

こども版画コンクールへの参加作品
制作授業へ版画経験講師を応援派遣
した。　　延べ１３人を派遣

10/8.11/17三郷小4年
12/15.1/13山岡こども園
12/17.1/14大井こども園
1/14 中野方小 　　  4校

　（2）展覧会関係グッズ、図録を販売した。

財団の美術作品取得資金積立（目標額：1100万円）

1

開館20周年記念図録「浮世絵木曽街道三種揃踏」の発刊  ２千冊

　ミュージアムショップ運営

　（1）美術館関連商品を販売した。

　　５.　管理事業（法人会計）

　1　理事会・評議員会を適切に運営した。

　　４.　収益事業（収益事業等会計）

こども版画コンクール応
援講師の派遣

自分の住むまちのよさや、ふるさと
への愛着をテーマとしたこども版画
コンクールを開催
応募総数　２,718点
特別賞17点、奨励賞28点、入選123点

2月25日(金)～3月13日(日)作
品展
3月6日(日)表彰式（広重賞ほ
か16特別賞のみ）

５年目を迎えた「スポンサー制度」は、(株)銀の森コーポレーション、木曽路物産(株)、
（株）サラダコスモの３社企業様に観覧料相当の金銭的負担をいただき金曜日に実施。１年間
の金曜日の観覧入場者は2,492人、総観覧者9,889人の25％を占めた。制度5年の節目に当たり、
12月16日理事長・副理事長がスポンサー各社へお礼訪問を行った。また新たなスポンサーとし
て、（株）三菱UFJ銀行、ナカヤマ・グループ、（株）デジタの３社が決定し、３月３１日に４
月から毎週水曜日の観覧料を無料とするスポンサー協定締結式を実施。スポンサー企業は計６
社となった。

　　３．その他の事業

第18回広重賞こども版画
コンクールの開催

　3　美術館の施設を適切に管理した。

  （3）インターネットによるグッズ・図録販売のネットショップ販売

 

　2　公益財団法人を適切に運営した。



令和４年度資金調達及び設備投資に係る見込みに
ついて

令和4年3月4日 令和４年度収支予算書の承認について

令和４年度事業計画書の承認について

①役員の職務執行状況及び事業経過諸報告
②次回の理事会・評議員会の招集（案）について
③館長の交代及び嘱託学芸員の採用報告

会 議 名

４ 登記事項

監事の選任に関する承認について第3号議案

①令和４年度事業計画(案）について
②中山道広重美術館スポンサー制度継続について
③役員の職務執行状況及び事業経過諸報告

電子取引データの訂正及び削除の防止に関する事
務処理規程の制定について

第2号議案

第３回理事会

報　告

第2号議案

開催(議決)年月日

令和２年度収支決算書の承認について

中山道広重美術館職員の給与等に関する規程の変
更について

美術館就業規程の変更について

第4号議案

報　告

第5号議案

３ 評議員会に関する事項

報告　１

第1号議案

開催(議決)年月日

第3号議案

第2号議案

２ 理事会に関する事項

令和２年度収支決算書の承認について

令和２年度事業報告及び附属明細書の承認につい
て

美術作品取得資金取扱規程の承認について

定時評議員会 令和3年6月9日

報　告
①令和３年度事業計画及び収支予算について
②美術作品取得資金取扱規程の制定について

令和２年度事業報告について

評議員の選任に関する承認について

件              名

件  　　　　　　 名会 議 名

第1号議案

事業報告等に係る定期提出書類の承認について

第1号議案

第１回理事会

第1号議案

定時評議員会招集について

第3号議案

役員の職務執行状況及び事業経過諸報告

第２回理事会

報告　1

令和3年5月21日

第4号議案

第5号議案

令和3年10月8日



登 記 年 月 日登記原因年月日 申   請   先

平成２８年　６月　２日就任

長谷川　佳　子

役職名

小　嶋　初　夫

原　　　淑　子

人  数

市　川　　　彰

副理事長

監   事

平成３０年　６月　７日就任

大　塚　康　芳

令和　２年　６月　９日就任

平成３０年　６月　７日就任

平成２７年　６月１９日就任

平成２４年　４月　１日就任

鷹　見　健　司

平成２４年　４月　１日就任

令和　元年　６月　７日就任

西　部　良　治

令和　２年　６月　９日就任理   事

５ 役員に関する事項

事     項

評議員・監事の氏名の
変更

西　尾　重　人

2

1

11

纐　纈　　　満

1

令和3年6月24日

平成２８年　６月　２日就任

令和　２年　６月　９日就任

令和　２年　６月　９日就任

氏     名

加　藤　元　章 令和　３年　６月　９日就任

柘　植　麻　美

令和3年6月9日

専務理事 1

平成２４年　４月　１日就任

理 事 長 平成２４年　４月　１日就任

就任年月日

永　谷　茂　美

長谷川　英　司

小　椋　日南恵

千　藤　秀　明

小　川　智　明

岐阜地方法務局中津川支局

平成２４年　４月　１日就任



令和　２年　６月　９日就任

６ 評議員に関する事項

平成２５年　５月２９日就任

役職名

13

大　塩　康　彦

小　板　幸　光

安　藤　俊　幸 平成３０年　６月　７日就任

平成２８年　６月　２日就任

平成２４年　４月　１日就任槙　島　春　枝

鈴　木　隆　一

各　務　一　彦 令和　２年　６月　９日就任

平成２４年  ４月  １日就任

長谷川　幸　洋

令和　３年　６月　９日就任

西　尾　康　久

令和　２年　６月　９日就任

評議員

人  数 氏     名

阿　部　伸一郎

福　井　敏　彦

就任年月日

平成２６年　６月　６日就任

中　島　克　子

井　口　英　一

平成２８年　６月　２日就任

市　川　祥　子

平成２４年　４月　１日就任

　令和３度事業報告においては、「事業報告の内容を補足する重要な事項」に該当するものは
ない。

7 事業報告書附属明細書

平成２８年　６月　２日就任


